
別表 評価基準及び配点

評価項目 配点

 20点

 

 15点

 

 55点

 

 10点

 100点

小計④

合計①+②+③+④

小計③

④価格提案

8 価格提案(参考見積書)
本業務は一定の品質を確保する観点から、最低制限価格を設定する。
最低制限価格＝上限価格×０．８

10点

6 【テーマ２】　コスト縮減の方策
経費削減の手法について、具体的な提案があり、かつ効果が期待できる場合、
優位に評価する。

20点

7 【テーマ３】雇用および地域貢献
本業務を実施にあたり、新たに本市在住者を雇用する計画がある場合、優位に
評価する。その他、地域貢献について優れた提案の場合、優位に評価する。

15点

小計②

③ 技術提案書（特定テーマ）(様式第6号、補足資料)

5
【テーマ１】　実施体制およびマネジ
メントの方策

・業務の実効性のほか、地域インフラに精通、または担い手（守り手）を育成する
実施体制が期待できる場合、優位に評価する。
・マネジメント手法について、具体的な提案があり、かつ円滑な対応が期待でき
る場合、優位に評価する。

20点

3 本業務への実施方針と理解度
本市のインフラ施設の維持管理における課題等への理解度が高く、業務の趣旨
を的確に反映した実施方針になっている場合、優位に評価する。

5点

4 実施フロー、工程計画
実施フローおよび工程計画の妥当性、実効性が期待できる場合、優位に評価す
る。

10点

②実施方針(様式第5号）

審査番号
評価事項

 ①応募者の評価

1
統括業務責任者の業務実績
（様式第2号）

業務の統括的な責任者として十分な実績を有している場合、優位に評価する。 5点

2
業務実施体制の適確性・実現性 （様
式第7号

業務を適切かつ確実に実施できる必要な人員及び実施体制である場合、優位
に評価する。

15点

小計①


